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2本日のヒアリングの進め方

団体・事業者名等 発表者（敬称略）（役職） 説明 質疑

１
（一社）テレコムサービス協会

MVNO委員会
佐々木 太志 運営分科会 主査 ５分

20分

２ 株式会社インターネットイニシアティブ 矢吹 重雄 執行役員 MVNO事業部長 ７分

３ 株式会社オプテージ

篠原 信生 執行役員 経営本部 副本部長

７分

金丸 二朗 経営本部 経営戦略部 担当部長

○ 事業法第27条の３の執行の状況、通信市場・端末市場の動向

○ 端末市場の動向

団体・事業者名等 発表者（敬称略）（役職） 説明 質疑

１
（一社）情報通信ネットワーク産業協
会（CIAJ）

芦原 豊紀 事業推進部長 ７分

25分

２ Apple Japan.合同会社 Heather Grell APAC政務担当本部長（Director, APAC Government Affairs） ７分
（通訳７分）

３ クアルコムジャパン合同会社 須永 順子 代表社長 ７分

４
(一社）リユースモバイル・ジャパン
（RMJ）

粟津 浜一 理事長 ７分

※ MNO４社は書面回答のみのため会合の場での説明はなし。



3モバイル市場の競争環境に関するヒアリング事項（第３回ヒアリング分）①

※ MVNO委員会、IIJ、オプテージ、

事業者等 主なヒアリング事項

MVNO
(MVNO委員
会、IIJ,、オプ

テージ)

○ 事業法第２７条の３の執行の状況

・ 通信・端末の分離に係る
規律の遵守

・ 規律を遵守するために、具体的にどのような取組を実施しているか。

・ 規律を販売代理店に遵守させるために、貴社として具体的にどのような取組を実施しているか。

・ 既往契約の解消 ・ 既往契約の解消のためにこれまでに実施した取組の具体的な内容及びその結果としての解消状況はどうなって
いるか（事業法第27条の３第２項第１号に適合しない契約及び同項第２号に適合しない契約それぞれについて）。

・ （既往契約が残存している場合）今後、解消を更に進めるために具体的にどのような取組を予定しているか（解
消目標時期等）。

・ その他 ・ 規律に関して課題と考えていることはあるか。

○ 通信市場の動向

・ 全体 ・ 報告書2021以降、新たに実施した料金・サービスの見直し（料金の値下げ、新プランの開始、新たな割引メ
ニューの開始、月間通信容量の増加等）は、どのようなものがあるか。

・ モバイル市場の現状についてどのように評価しているか。特に、報告書2021以降のモバイル市場の環境変化
についてどのように捉えているか。

・ 当該環境変化を踏まえた、戦略（料金、サービス等）、今後の見通しは、どのようなものか。

・ 音声通話料金 ・ 報告書2021以降、音声通話料金にいて、どのような見直し（従量制料金や定額プラン、割引メニュー等）を行っ
たか。それに対する利用者の反応はどのようなものか。

・ ５Gプラン、大容量プラン ・ 現在の５Gプラン、大容量プランの提供状況はどのようなものか。また、今後の考え方や課題はどうか。

○ 端末市場の動向

・ 全体 ・ 報告書2021以降の端末販売の状況（販売台数の推移、価格帯別（低・中・高価格帯）販売台数の割合、チャネ
ル（店舗、オンライン）ごとの販売台数の割合）はどうなっているか。

・ 端末市場の現状についてどのように評価しているか。特に、報告書2021以降の端末市場の環境変化について
どのように捉えているか。

・ 最新端末の安値販売 ・ MNO各社において最新端末の安値販売が広く行われているという指摘があるが、どのように評価しているか。

・ ５G端末 ・ 報告書2021以降の５G対応端末の取扱い・販売状況はどのようなものか。特にミリ波対応端末についてはどう
か。

・ 中古端末 ・ 中古端末の取扱いの状況はどうか。今後の見通しはどうか。



4モバイル市場の競争環境に関するヒアリング事項（第３回ヒアリング分） ②

事業者等 主なヒアリング事項

端末メーカー
等
（CIAJ、
Apple Japan、
クアルコム
ジャパン）

○ 端末市場の動向

・ 全体 ・ 報告書2021以降の端末販売の状況（販売台数の推移、価格帯別（低・中・高価格帯）販売台数の割合、チャネ
ル（店舗、オンライン）ごとの販売台数の割合）はどうなっているか。

・ 端末市場の現状についてどのように評価しているか。特に、報告書2021以降の端末市場の環境変化について
どのように捉えているか。

・ ５G端末 ・ 報告書2021以降の５G対応端末の取扱い・販売状況はどのようなものか。特にミリ波対応端末についてはどうか。

・ 端末の修理（対アップル） ・ IRPの進展状況（米国、世界、日本における認定事業者数や周知活動の取組）は如何か。

中古端末
取扱事業者
（RMJ）

○ 端末市場の動向

・ 全体 ・ 報告書2021以降の中古端末流通市場の動向はどうなっているか。今後の見通しはどのようなものか。

・ SIMロック原則禁止をはじめとする一連の政策による中古端末市場への効果・影響についてどのように評価し
ているか。

・ 中古端末の流通に係る課題として考えられることは何か。

・ 中古端末取扱事業者認証制度の現状はどうなっているか。

○ 携帯電話端末の対応周波数の制限

・ 中古端末取扱事業への
影響

・ キャリア端末のうち、特定のキャリアの周波数を中心に対応した端末（当該特定のキャリア以外のキャリアの周
波数には十分に対応していない端末）が販売されていることにより、中古端末取扱事業にどのような影響がある
か。

・ 利用者への情報提供 ・ キャリア端末のうち、他キャリアの周波数に十分に対応していない端末が販売されていることに関し、これまで利
用者からはどのような問合せがあったか。

・ 中古端末として、特定のキャリアの周波数を中心に対応した端末を販売する場合、当該特定のキャリア以外の
キャリアで使用しようとしても通信に一定の制限等がかかる可能性があることについて、これまで利用者にどの
ような情報の提供を行っているか。

・ 具体的な方策 ・ 携帯電話端末について、例えばプラチナバンドなど、キャリア全社の主要な周波数帯に対応することがルール化
又は業界標準化されることについて、中古端末取扱事業者及び中古端末利用者の観点からのメリット・デメリット
を含め、どのように考えるか。


